
平成27年度一般会計予算と

　　　　102議案を可決・同意意！
（総額：2,141億8,000万円）（総額：2,141億8,000万円）

平
成
27
年
２
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、26の議案を可決・同意！

12月４日　一般質問を行う！

平成27年度一般会計予算と

　　　　102議案を可決・同意！

平成26年度一般会計補正予算
（約37億5,300万円）

22議案可決・１議案修正可決・１議案否決

（総額：2,141億8,000万円）
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

さ
れ
、
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
の
約
２
年
間
、

毎
月
の
現
金
出
納
検
査
や
工
事
監
査
の
書
類

審
査
・
現
地
調
査
な
ど
税
金
が
適
正
に
運
用

さ
れ
て
い
る
か
等
の
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
調
査
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る

宮
城
県
（
石
巻
市
・
名
取
市
）
に
同
僚
議
員

と
訪
問
し
、
①
仮
設
住
宅
　
②
災
害
廃
棄
物

処
理
施
設
　
③
ガ
レ
キ
置
き
場
の
状
況
調
査

を
行
い
、
震
災
後
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り

す
る
と
共
に
、
仮
設
住
宅
内
で
の
生
活
実
態

な
ど
を
直
接
、
見
て
・
聞
い
て
現
状
の
大
変

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
議
会
に
お
い
て
、
避

難
者
の
公
営
住
宅
ま
た
は
民
間
借

り
上
げ
住
宅
へ
の
入
居
受
け
入
れ

や
、
長
崎
市
で
の
ガ
レ
キ
処
理
の

実
施
に
つ
い
て
提
案
し
議
論
し
ま

し
た
。

震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
未
だ
に
多
く
の
方
々
が
仮

設
住
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
公

営
住
宅
の
建
設
用
地
の
確
保
な
ど
、

問
題
が
あ
る
こ
と
は
理
解
は
す
る

も
の
の
１
日
で
も
早
い
快
適
な
環

境
で
の
生
活
が
望
ま
れ
ま
す
。

定
例
本
会
議
で
の
会
派
代
表
質

問
・
一
般
質
問
、
ま
た
、
全
員
協

議
会
に
お
け
る
質
問
と
計
６
回
登

壇
し
ま
し
た
。
会
派
代
表
質
問
は

初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
た
め
、

個
人
的
な
内
容
は
避
け
、
代
表
と

し
て
市
政
全
般
に
対
す
る
質
問
と

な
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
質
疑

桜
の
花
も
満
開
に
咲
き
そ
ろ
い
、
爽
や
か

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
事

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
４
月
24
日
施
行
の
長
崎
市
議
会

議
員
選
挙
で
多
く
の
市
民
の
方
の
支
援
に
よ

り
３
期
目
に
当
選
後
、
早
い
も
の
で
任
期
の

４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

同
年
５
月
13
日
に
改
選
後
初
の
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
任
命

時
間
が
一
般
質
問
の
60
分
に
対
し
、
90
分
と

異
な
る
た
め
質
疑
の
配
分
に
も
気
を
つ
け
ま

し
た
。

全
員
協
議
会
の
中
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
に

つ
い
て
、
内
容
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
な
ど
４
項
目
の
問
題
点
を
直
接
市
長
へ
伝

え
、
質
疑
を
交
わ
し
、
多
く
の
税
金
を
使
用

す
る
に
は
市
民
・
議
会
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成
25
・
26

年
度
後
半
、
環
境
経
済
委
員
会
に
所
属
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
後
計
画
し
て
い

る
大
型
事
業
の
審
査
が
行
わ
れ
、
特
に
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て
無
駄
の
な
い
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
徹
底
し
た
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
議
員
改
選

後
さ
ら
に
審
査
が
続
き
ま
す
。

私
の
３
期
目
の
任
期
は
５
月
１
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
４
月
26
日
に
施
行
さ
れ
る
統
一

地
方
選
で
４
期
目
に
挑
戦
し
ま
す
が
厳
し
い

戦
い
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
長
崎

市
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
大
型
事
業

へ
の
対
応
等
多
く
の
問
題
が
山
積
み
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
へ
長

崎
市
の
私
が
考
え
る
あ
る
べ
き
将
来
像
を
お

伝
え
し
な
が
ら
「
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
諸
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

平成26年2月26日　代表質問にて

長
崎
市
議
会
・
平
成
27
年
２
月
定
例
議
会
は
２
月
20
日
（
金
）
に
開

会
し
、
３
月
13
日
（
金
）
に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算
（
総
額：

２，
１
４
１
億
８，
０
０
０
万
円
）
と
１
０
２

議
案
を
可
決
・
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
７
月
よ
り
総
務
省
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
岡
田
輝
彦

副
市
長
が
３
月
31
日
付
け
で
副
市
長
を
辞
任
し
総
務
省
へ
復
帰
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
期
で
市
会
議
員
を
勇
退
さ
れ
る
５
名
の
議
員
・
県
議
会
へ

挑
戦
さ
れ
る
２
名
の
議
員
さ
ん
へ
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
全
議
員
の
集

合
写
真
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

歳出
214,180
（百万円）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

平　成　23　年　度
当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
当　初
当　初

1 8 , 8 8 5
2 0 , 1 9 5
1 8 , 1 5 3
1 8 , 8 1 6
2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
26 , 4 96

5.8％
4.3％

▲3.9％
▲6.8％
18.5％
▲1.2％
24.7％

平　成　24　年　度

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

人件費
28,548
13.3％

公債費
25,094
11.7％

投資的経費
26,496
12.4％

物件費
20,569
9.6％

繰出金
12,254
5.7％

貸付金及び
出資金
5,685
2.7％

その他
14,615
6.8％

扶助費
80,919
37.8％

市債
26,824
12.5％

県支出金
11,104
5.2％

その他の
依存財源
8,768
4.1％

市税
52,653
24.6％

諸収入
5,320
2.5％

使用料・手数料
4,459
2.1％

その他の自主財源
8,702
4.1％

地方交付税
37,820
17.6％

国庫支出金
58,530
27.3％

その他の経費53,123
24.8％

義務的経費134,561
62.8％

依存財源143,046
66.8%

自主財源71,134
33.2%

投資的経費26,496
12.4％

歳入
214,180
（百万円）

◆
交
流
拠
点
施
設
検
討
費

…
５
０
０
万
円

長
崎
駅
西
側
の
交
流
拠
点
施
設

用
地
に
つ
い
て
、
域
外
か
ら
の
交

流
人
口
創
出
や
、
そ
れ
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
そ
の

効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

◆【
単
独
】土
地
区
画
整
理
事
業
費
　

…
２
億
６，
１
６
０
万
円

・
長
崎
駅
周
辺
地
区

国
際
文
化
観
光
都
市
長
崎
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
拠
点
の

形
成
を
目
的
と
し
て
、
長
崎
駅
周

辺
地
区
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理

事
業
を
実
施
す
る
。

・
事
業
期
間
　
平
成
21
年
度
〜
35
年
度

・
平
成
27
年
度
　
移
転
補
償
、
建

物
等
調
査
　
な
ど

◆
優
れ
モ
ノ
認
証
費…

99
万
４
千
円

市
内
中
小
企
業
者
等
が
開
発
し

た
製
品
・
技
術
に
つ
い
て
、
新
規

性
や
独
自
性
、
市
場
性
、
有
用
性

が
一
定
認
め
ら
れ
る
場
合
、
市
が

「
優
れ
モ
ノ
」
と
し
て
認
証
し
、
市

内
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
積
極
的
な

販
路
拡
大
・
開
拓
を
支
援
す
る
。

【
拡
大
分
】

41
万
４
千
円

・
更
な
る
販
路
開
拓
や
販
路
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
、
長
崎
市
が

展
示
会
へ
出
展
し
、
認
証
さ
れ

た
製
品
・
技
術
の
Ｐ
Ｒ
を
支
援

す
る
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
費…５，

５
２
９
万
円

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
及
び
生

活
環
境
へ
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
実
施
す
る
、
鳥
獣
の
侵
入
を
防

ぐ
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気

柵
等
の
貸
与
、
鳥
獣
の
予
察
捕
獲

委
託
、
専
門
業
者
へ
の
有
害
鳥
獣

対
策
相
談
等
委
託
、
長
崎
市
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
の
運
営
補
助
等

に
要
す
る
経
費
。

◆
公
園
等
施
設
整
備
事
業
費

…
１
億
３，
２
２
０
万
円

・
鍋
冠
山
公
園
展
望
台
（
夜
景
観
光
整
備
）

長
崎
市
が
「
世
界
新
三
大
夜
景
」

都
市
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

鍋
冠
山
公
園
の
魅
力
向
上
を
図
る

た
め
、
展
望
台
の
整
備
を
行
う
。

・
平
成
27
年
度
　
展
望
台
改
築
、

園
路
詳
細
設
計
　
Ｌ
＝
60
ｍ

◆
平
和
祈
念
式
典
行
事
費

…
６，
７
５
４
万
３
千
円

被
爆
70
周
年
と
な
る
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
を
８
月
９

日
に
挙
行
し
、
原
爆
犠
牲
者
を
慰

霊
す
る
と
と
も
に
、
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
祈
念
す
る
。

【
拡
大
分
】
１，
０
７
０
万
３
千
円

（
被
爆
70
周
年
関
連
）

・
国
連
事
務
総
長
の
招
聘

・
在
外
被
爆
者
及
び
在
外
被
爆
者

遺
族
招
聘

・
式
典
会
場
の
環
境
改
善



市
有
地
（
元
船
町
）
の
今
後

の
活
用
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
元
船
町
に
現
存
す
る
建
物

は
防
犯
上
・
景
観
上
か
ら
問
題
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
跡
地
を
ど
の

よ
う
に
有
効
活
用
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
当
該
地
は
長
崎
駅
か
ら
大

波
止
に
繋
が
る
市
中
心
部
の
一
等

地
に
位
置
し
て
お
り
、
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
早
急

に
現
存
す
る
倉
庫
を
取
り
壊
し
最

も
有
効
な
活
用
策
を
検
討
し
ま
す
。

平
成
27
年
秋
頃
に
解
体
し
、

駐
車
場
用
地
な
ど
と
し
て
民
間

事
業
者
へ
貸
し
出
す
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た

〈
答
弁
〉
就
労
や
年
金
等
の
収
入
は

福
祉
事
務
所
に
届
け
出
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
申

告
義
務
を
知
り
な
が
ら
、
適
正
な

収
入
申
告
を
怠
り
、
保
護
費
を
過

剰
に
受
給
し
た
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
、
平
成
22
年
度
は
41
件
・
約

３，
７
２
０
万
円
、
平
成
23
年
度
は

44
件
・
約
４，
０
５
３
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

不
正
受
給
を
防
止
す
る
対
策
は
、

「
生
活
保
護
不
正
受
給
防
止
の
し
お

り
」
の
全
世
帯
配
布
や
家
庭
訪
問
、

新
規
開
始
時
な
ど
に
説
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
収
入
申
告
義
務
の
徹

底
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の
カ
ー
ド

導
入
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
促
進

〈
質
問
〉
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
拡
大
に
向
け
て
健
康
保
険
証

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
シ
ー
ル
を
貼
付
す
る
等
を
取

り
組
ま
な
い
の
か
、
ま
た
、
長
崎

市
の
国
民
健
康
保
険
証
は
世
帯
単

位
の
紙
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
世

帯
内
の
利
便
性
か
ら
１
人
に
１
枚

の
カ
ー
ド
式
に
変
え
な
い
の
か
。

【
答
弁
】
カ
ー
ド
式
へ
の
変
更
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け

て
シ
ス
テ
ム
等
の
調
整
を
行
い
ま

す
。「
希
望
シ
ー
ル
」は
使
用
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
保
険
証
の
カ

ー
ド
化
を
契
機
に
取
り
入
れ
ま
す
。

も
み
じ
谷
葬
斎
場
の
今
後
の

あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て

も
み
じ
谷
葬
斎
場
は
、
昭
和
53

年
12
月
に
全
面
建
て
替
え
以
来
、

約
33
年
が
経
過
し
老
朽
化
を
踏
ま

え
、
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、

火
葬
炉
や
待
合
室
は
施
設
の
不
足

や
狭
隘
さ
な
ど
不
便
な
面
が
多
く
、

将
来
の
火
葬
需
要
へ
の
対
応
な
ど

の
需
要
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
の

で
、
建
替
え
計
画
の
検
討
を
本
年

度
か
ら
着
手
し
て
平
成
26
年
度
中

に
建
て
替
え
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

長
崎
発
の
下
水
汚
泥
処
理
プ

ラ
ン
ト

〈
質
問
〉
平
成
24
年
３
月
に
、
長
崎

市
と
地
元
企
業
・
地
元
大
学
の
産

学
官
か
ら
提
案
さ
れ
た
下
水
道
改

革
的
技
術
実
証
事
業
へ
の
提
案
が

国
土
交
通
省
よ
り
採
用
さ
れ
、
今

年
４
月
よ
り
プ
ラ
ン
ト
を
東
部
下

水
処
理
場
に
建
設
し
て
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
検
証

実
験
の
成
果
と
他
都
市
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
は
な
い
の
か
、
ま
た
、

長
崎
市
は
ど
の
よ
う
に
他
都
市
へ

発
信
し
て
い
る
の
か
。

〈
答
弁
〉
下
水
汚
泥
処
理
プ
ラ
ン

ト
は
、
処
理
工
程
で
副
産
物
と
し

て
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
り
、

水
熱
で
処
理
と
な
る
熱
源
を
補
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
設
備
に
要

す
る
電
力
以
外
は
、
外
部
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な

い
と
い
う
優
れ
た
特
徴
を
も
っ
て

い
ま
す
。

実
証
実
験
の
成
果
は
、
運
転
に

係
る
課
題
や
解
決
方
法
を
探
る
た

め
、
継
続
し
て
行
う
中
で
、
最
終

的
に
搬
出
さ
れ
る
汚
泥
の
容
量
が

従
来
の
３
分
の
１
か
ら
５
分
の
１

程
度
に
減
少
し
、
汚
泥
を
も
と
に

し
た
固
形
燃
料
が
、
１
日
２
ト
ン

程
度
製
造
さ
れ
る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
課
題
も
発

生
し
て
お
り
共
同
体
で
課
題
解
決

に
努
め
ま
す
。

他
自
治
体
か
ら
、
技
術
に
対
す

る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
全
国
で
生
活
保
護
の
不
正

受
給
が
増
加
し
て
い
る
が
、
長
崎

市
の
状
況
と
防
止
策

主主
なな
質質
問問
内内
容容

４４年間年間の議会活動議会活動４年間の議会活動
会派代表質問・一般質問において５回(40項目）全員協議会にて4項目を議論

年月 項　　　　目

平
成
23
年
９
月
８
日

平
成
24
年
６
月
12
日

平
成
25
年
３
月
４
日

年月 項　　　　目

平
成
25
年
12
月
４
日

平
成
26
年
３
月
27
日

平
成
26
年
２
月
26
日
（
代
表
質
問
）

１．防災対策について
①地域防災計画の見直し
②自主防災組織の現状
③防災行政無線が聞こえにくい地域への対応
④小中学校の防災
２．コンベション施設の整備について
３．市有地（元船町）の今後の活用について
４．職員の自治会加入について

１．行財政改革の推進について
①自治基本条例の制定
②もみじ谷葬斎場の今後のあり方の検討
③動物捕獲業務の民間委託
２．東日本大震災のガレキ受け入れの前向きな対応に
ついて

３．教育行政について
①学校選択制の見直し後の課題
②余裕教室の実態把握と有効活用
４．市営住宅の空き駐車場の有効活用について

１．夜景観光振興と節電・環境対策について
２．職員によるひとり暮らし高齢者訪問について
３．生活保護行政について
①本市の生活保護状況
②ケースワーカーの配置基準と本市の配置状況
③不正受給の実態と防止への取り組み
４．公益社団法人長崎市シルバー人材センター登録会
員の就業状況について

５．第46回衆議院員選挙における管理委会事務局の
対応について
①開票始時間・終了の遅れ原因及び対策
②投票時間終了後の職員体制
③確定投票率と期日前投票率との関係

１．市長の本市の最重要課題の認識について
２．長崎発の下水汚泥処理プラントについて
３．重要寄贈品の保管・管理体制について
４．ジェネリック医薬品の利用促進について
５．元船町の市有地の活用について

１．市長の政治姿勢について
①今後の大型事業の進捗と検討状況
２．福祉行政について
①介護保険制度改正による課題と今後の保険料
②特別養護老人ホームへの入所課題
③民生委員の定数割れと業務軽減策
３．長崎がんばら国体・長崎がんばら大会について
①市民の機運の盛り上げ
②小中学生の国体へかかわり
③大会終了後の選手・指導者への対応
④障がい者用トイレの設置対応
４．ふるさと納税について
①今日までの実績と今後の取り組み
５．コンパクトシティ構想について
６．空き家対策について
①空き家の現状と課題
②市民からの相談内容と対応

〈全員協議会〉ＭＩＣＥ事業に関する質問
１．説明不足の認識について
２．３月末判断の是非について
３．土地の利活用について
４．ＪＲ貨物との交渉状況について

【４年間の質問内容】

建て替えが計画されている
「もみじ谷葬祭場」

東部処理場で実証実験されて
いる下水汚泥処理プラント

平
成
27
年
７
月
よ
り
紙
式
か

ら
カ
ー
ド
式
に
変
更
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る

課
題
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
５

年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
改
正

で
、
軽
度
認
定
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

見
直
し
や
高
所
得
者
の
利
用
者
負

担
増
な
ど
費
用
抑
制
策
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
要
支
援
者
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
市
町
村
の
地
域
支

援
事
業
に
移
行
す
る
と
な
る
が
、

要
支
援
認
定
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
事
業
所
へ
の
影
響
は
な
い
の

か
。

【
答
弁
】
制
度
改
正
で
の
利
用
者
の

影
響
は
、
従
来
ど
お
り
介
護
予
防

訪
問
介
護
や
介
護
予
防
通
所
で
の

介
護
を
利
用
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
と
し
て
参
入
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
な
い
か

な
ど
の
不
安
感
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
者
へ
の
影
響
は
、

サ
ー
ビ
ス
単
価
や
人
員
体
制
基
準

を
市
独
自
で
設
定
し
た
場
合
に
事

業
所
の
運
営
が
保
て
る
か
、
介
護

報
酬
請
求
を
行
う
事
業
所
職
員
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
す
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務

的
混
乱
が
生
じ
な
い
か
な
ど
の
課

題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

元船町の市有地（日通倉庫跡地）


